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【目的】
　我々はこれまで，パウンドラインを基準に上顎
臼歯から人工歯排列すると，合理的で舌房が狭く
ならないと提唱してきた．また人工歯排列の違い
が義歯の口蓋容積に及ぼす影響について検討し，
排列によって口蓋の容積が容易に変化することが
わかった．口蓋の容積が変化すると舌房も変化す
るので，義歯に加わる舌圧は変化し，義歯の安定
に影響をおよぼすことが考えられる．これまで，
我々は最大舌圧（以下：舌圧）を計測する舌圧測
定器（TPM─01：JMS）を試用し，操作性や精度
等を把握するために健常者の口蓋に加わる舌圧に
ついて検討してきた．その結果，実験に用いた舌
圧測定器は簡単に安定した計測値が得られる有用
なものであることがわかった．舌圧測定装置は摂
食嚥下障害の改善の評価に用いられることが多
く，義歯の評価に用いられることはなかった．加
えて，義歯を補綴した後の客観的な評価方法は少
なく，義歯装着後の状態について客観的な評価法

が望まれている．本研究はこのような背景で簡便
な舌圧測定装置を臨床で応用するために検討を
行った．
【方法】
　研究の趣旨を理解し同意が得られた有歯顎者の
口蓋の容積（咬合面形状認識装置にて模型をス
キャンした後，計測ソフトを用いて口蓋部の容積
を算出）と舌圧・口蓋容積と舌圧・口蓋の形態
（大きさ）と舌圧・各条件の口蓋床（形態 3条件・
厚さ 2条件）装着時の舌圧，口蓋床装着時の容積
の減少率・口蓋床の異物感（VAS）について検
討を行った．
【結果】
　実験に用いた舌圧測定器は簡便に口蓋の変化を
観察できる事がわかった．また，最大舌圧・口蓋
容積には性差があった．口蓋の幅・長さが大きい
と，最大舌圧が増加する傾向があった．口蓋容積
が減少すると舌圧が低くなる条件と，やや高くな
る条件が認められた．口蓋容積が減少すると舌圧
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が低くなる現象は異物感が関与することが判明し
た．これには口蓋床の異物感が影響することが考
えられる．
【考察】
　実験結果から，義歯の口蓋容積が適切に与えら
れていない場合，最大舌圧に影響が現れる可能性

がある事が判明した．また，舌が存在する口腔と
いう閉鎖された空間の中で，容積という因子が不
適切な場合，舌を構成する筋肉がどのような活動
の動態を示すかについては，更なる検討が必要で
あり，最大舌圧が臨床的に何に影響を与えるかは
今後の研究を待つ必要がある．


